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３月定例会

令和3年3月定例会を2月26日から３月24日までの27日間の

会期で開催しました。

本定例会では市長から提案された議案40件を審議しました。議案

は、いずれも原案のとおり可決・同意したほか、議会から提案した議

案１件を可決しました。（採決の結果は7ページに記載）

上程された議案は、３つの常任委員会と特別委員会に付託され審査

しました。その内容は次のとおりです。

令和３年度当初予算・令和２年度補正予算令和３年度当初予算・令和２年度補正予算
〜コロナを乗り越え、夢や希望を明日へとつなげる予算〜〜コロナを乗り越え、夢や希望を明日へとつなげる予算〜
●予算審査のあらまし

予算決算委員会は、当初予算及び補正予算の
審査を2月26日及び3月16日から22日までの
うち、5日間にわたり行いました。
付託された議案は令和3年度当初予算11件

（一般会計１件・特別会計7件・公営企業会計
3件）、補正予算１件（特別会計）と令和2年度
補正予算10件（一般会計3件・特別会計5件・
公営企業会計2件）の計22件です。
なお、3月12日に総括質疑を行い、10人の
委員から21件にわたる質疑がありました。

●令和3年度当初予算の内容
一般会計の予算規模は、167億4,429万円
で前年度対比0.6％の増となっています。さら
に、特別会計7件（総額91億102万円、3.2％
減）と公営企業会計3件（総額127億6,176万
円、0.2％減）を合わせた全11件の規模は386
億707万円となり、前年度対比0.6％減の予算
が編成されています。

予算決算委員会

歳出

歳入

令和３年度 歳入歳出の状況（一般会計）

総務費
15.3％

分担金・負担金　0.2％

使用料・手数料　2.4％

議会費・労働費
予備費
1.4％

地方譲与税ほか　6.4％

民生費
35.8％

土木費
11.0％

教育費 
7.3％

公債費 
7.9％

衛生費
11.2％

商工費　2.5％

農林水産業費　3.7％

消防費　3.9％

自主財源 35.5％
依存財源 64.5％

財産収入・寄附金
諸収入・繰越金

1.2％

《歳入・歳出》167億4,429万円 ●一般会計予算

新年度予算の主なもの

市税
25.4％

地方交付税
27.9％

国庫支出金
13.2％

府支出金
10.4％

市債　
6.6％

繰入金
    6.3％

○病児保育事業費　　　　　 　（14,814 千円）
病気の回復期に至らない児童を預かる病児保
育を実施し、子育て環境の充実を図る。

○子どもにエール!事業費　　　（10,000千円）
コロナ禍で様々な制限を受ける子どもたちの
心身のリフレッシュや思い出づくりの機会の
創出と市内の消費喚起を図る。

○避難誘導標識設置事業費　 　（12,683 千円）
市民や来訪者に対して、避難場所等の周知及
び災害時の適切・確実な避難に対応できるよ
う避難誘導標識を整備する。

○証明書コンビニ交付システム導入事業費  （20,736 千円）
マイナンバーカードを活用した住民票の写し
等のコンビニ交付システムを導入し、市民サ
ービスの向上を図る。

〇駅北複合施設整備事業（３事業計33,185千円）
ＪＲ綾部駅北側に、新図書館と地域交流セン
ター、子育て支援施設の複合施設を整備する。

目的別
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●令和2年度補正予算の内容
一般会計3件と特別会計5件、公営企業会
計2件の合計10会計で補正を行い、総額2億
9,108万円の減額となりました。
一般会計では、新型コロナウイルスワクチン接

種事業として、1億5,217万円の増額、また緊急
事態措置給付金として3,500万円が増額されま
した。他に事業費の確定見込みによる補正です。

●審査の結果
採決の結果、令和3年度一般会計の１議案は
賛成多数となり、これを除く20議案は全員賛
成で可決となりました。
なお、本会議での採決に際しては、賛成多数
となった議案に対し、搗頭久美子議員から反
対、種清喜之議員から賛成の立場で討論があり
ました。（6ぺージに要旨を掲載）

■ 市立診療所等特別会計

○開業医の努力で往診がされているが、特にへき
地医療について市が医師会と協議の場を持ち今
後の対策を検討されたい。

■ 国民健康保険特別会計

○消費税増税・コロナ禍で貧困が進行しており、減
免制度など周知徹底を図られたい。
■ 介護保険特別会計

○高齢者も現役世代も安心できる介護保険制度の
ため、また介護職員不足解消のため国庫負担の
増額を強く求めること。

■ 後期高齢者医療特別会計

○コロナ禍において、高齢者の命と健康を守るべき
時に、窓口負担２割導入という負担増が受診抑
制につながらないことを求める。

■ 住宅・工業団地事業特別会計

○住宅分譲地の早期の完売を図られたい。

■ 上水道事業会計

○広域化の協議内容は、十分な情報開示を行うこ
と。また水道は公共の福祉が目的であり、民営化
につながる施策は実施しないこと。

■ 下水道事業会計

○延町古川樋門雨水ポンプ場開設に向け残り一年
の整備を期待する。

■ 病院事業会計

○コロナ感染病床の稼働が看護師不足につなが
り、他の病床閉鎖を起こさぬよう、看護師数にゆ
とりのある採用をされたい。

主な意見
審査では、執行部からの説明に対し、委員が質疑を行い、その後、意見調整と採決を行いました。
各委員の主な意見は以下のとおりです。

■ 一般会計

〇少子化対策や、新総合計画の６つの柱を達成す
るための様々な事業予算がちりばめられ、アフ
ターコロナ時代を見据えた夢と希望をつなげる予
算となっている。一人ひとりの幸せをみんなで紡
いで実現する第６次綾部市総合計画初年度の予
算として高く評価する。
〇地域交流センター整備事業を通じ、大規模な総
会や講演会を実施する施設を計画し、更に新図
書館と地域子育て支援拠点の複合施設を整備す
ることを評価する。
〇定住サポート事業、移住立国プロジェクト事業な
どを通じて、田舎暮らしに向けた総合的な支援が
行われていることを評価する。京都市内に設置し
たサテライトオフィスを拠点に、攻めの移住定住
施策が更に展開されることを期待する。
〇病児保育事業を高く評価する。安心できる子育てと
就労の支援により、子育て世代の増加に期待する。
〇地域密着型サービス等整備等助成事業を評価す
る。更なる介護サービスの充実に期待する。

〇高齢者施設等新規入所者ＰＣＲ検査実施事業を
高く評価する。高齢者施設等での集団感染、病床
ひっ迫の防止に期待する。
〇クマ対策果樹等伐採事業において、近年住宅地
に出没が多発、また昨年は人身被害が発生した
熊出没対策に効果があることを期待する。
〇ものづくり企業振興補助金により企業が行う雇
用・定住促進、販路拡大等の取組を支援するこ
とを評価する。今後も人材の確保と定住の促進を
積極的に進められたい。
〇都市計画マスタープラン見直し事業を通じ、都市
計画区域の線引き廃止後の現状と課題をしっか
り把握し、市内で住宅建設が進む方策を検討さ
れたい。
〇京都府中・北部地域消防指令センター整備事業
を高く評価する。消防指令業務の高度化、相互
応援体制の更なる強化を図られたい。災害時にも
十分な対応ができる施設とすること。
〇空調設備整備事業を高く評価する。小・中学校
児童・生徒、教員の安全・安心な学校生活の確
保に期待する。



●企業誘致に特化するための条例改正と既
存企業向けにニーズに合わせた新たな支
援を行います
既存企業のニーズに合わせた新たな補助事
業の創設に伴い、当該条例について企業誘致
に特化するため所要の改正を行うものです。
質疑の中で、「コロナ禍において既存企業
の支援が大事である。ものづくり企業特別応
援補助金の財源が無くなれば、コロナ終息後、
既存企業の支援は受けられないことにならな
いか」との質問があり、「今回の改正は新規立
地のみの対象で、既存企業はものづくり企業
特別応援補助金で引き続き対応していき、財
源が無くなっても既存企業の設備投資に対す
る支援は必要なので、引き続き予算計上して
対応していきたい」との答弁がありました。
意見として、「市内には中小事業者を含め
て、多くのものづくり企業が立地しており、
コロナ禍の中、厳しい状況でもある。今後も

既存のものづくり企業を支援していく姿勢は
理解するが、それを担保する新たな条例制定
などの仕組みを合わせて示すべき」「既存事業
者に対して、ニーズを的確にとらえ、補助メ
ニューを創設されていることから、条例の内
容を整理し、新たに立地する企業に特化され
たことを評価する」とありました。
採決の結果、賛成多数で可決となりました。
その他、６議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で可決となりました。

4

綾部市工場設置奨励条例を改正産業厚生環境委員会

●市道2路線を認定
釡輪下尾線は、京都縦貫自動車道の工事
用道路として国土交通省により建設され、工
事後、地元自治会より道路として利用要望が
あったもので、もう1路線については、井倉中
畠線で、開発により建設された道路を認定す
るものです。
特に質疑、意見もなく、採決の結果、全員賛
成で可決となりました。

●綾部市職員の特殊勤務手当に関する条例
の一部改正
各種の感染症対策、救急業務の高度化、救
急件数の増加による身体的・精神的負担の増
加等、救急業務を取り巻く状況が大きく変化
していることから、当該条例に救急手当につ
いて追加するものです。
質疑の中では、「1日の出動件数は」との
質問に対し、「近年では、1日当たり4件程度

となっている」また、「予算措置は、どの程度
を想定しているか」との質問に対し、「令和
元年度に1,748件の出動があったことから、
1,575千円を想定している」との答弁があり
ました。
採決の結果、全員賛成で可決となりました。
その他、5議案について審査を行い、採決の
結果、全員賛成で可決となりました。

市道2路線を認定総務教育建設委員会

市道認定の現地調査（釡輪下尾線）

綾部工業団地
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論論討

●審査の経緯及び調査について
第6次綾部市総合計画と第4次綾部市男女
共同参画計画の2議案を審査しました。
それぞれの計画は、アンケート、意見交換
会、関係者へのヒアリング、パブリックコメ
ント等を実施され、審議会の答申を踏まえて
策定されたもので、議会では、閉会中に総合
計画は5回、男女共同参画計画は2回の委員
会を開催して調査を行いました。
そのような経過を経て今定例会に上程され
た議案について3月15日に審査したもので
す。

●第6次綾部市総合計画
意見調整では、市民の意見を大切にし、市
民に寄り添う中で総合計画が策定されたこと
を評価する。目標指数としてあげる項目は課
題解決につながるものを明記すること。新型
コロナウイルス感染症を見据えた後の市政運
営を記述されたいなどの意見がありました。

採決の結果、賛成多数で可決しました。
なお、本会議の採決に際して、吉崎久議員
から反対、藤岡康治議員から賛成の立場で討
論がありました。（6ページに要旨を掲載）

●第4次綾部市男女共同参画計画
意見調整では、新型コロナと女性の貧困、
自殺について補充すること。男女雇用機会均
等法第8条のポジティブアクションを施策の
中に十分反映することとの意見がありまし
た。採決の結果、全員賛成で可決しました。

第６次綾部市総合計画・第４次
綾部市男女共同参画計画を可決

総合計画等審査特別委員会
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時
に
45
％
あ
っ
た
国
負
担
は
、
現
在
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
は
35
％
ま
で
減
ら
し
て

お
り
、
こ
れ
を
も
と
に
戻
す
べ
き
。
安
心
安

全
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
に
、
市
民
の
声
を
国

へ
届
け
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
に
応
え
る
べ

き
。

賛成 日本共産党
井　田　佳代子

議
第
議
第
1313
号号

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

前
年
度
対
比
実
質
２
％
増
の
予
算
編
成

令
和
3
年
度
の
当
初
予
算
は
、
国
の
有
利

な
財
源
を
活
用
し
た
令
和
2
年
度
3
月
補
正

予
算
と
一
体
的
に
編
成
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
市
税
等
が
減
少
見
込
み
の
中
、
実
質
的

な
予
算
規
模
は
前
年
度
対
比
2
％
増
と
し
つ

つ
、
基
金
の
取
崩
し
や
実
質
的
な
市
債
（
借

金
）
は
前
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
将
来

世
代
の
負
担
を
抑
制
し
持
続
可
能
な
財
政
運

営
に
配
慮
し
、
課
題
へ
の
対
応
や
新
総
合
計

画
の
目
標
達
成
の
た
め
の
事
業
予
算
が
ち
り

ば
め
ら
れ
て
お
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
夢
と
希
望
を
つ
な
げ
る
予
算
と
な

り
、
高
く
評
価
す
る
。
共
産
党
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
当
初
予
算

に
反
対
し
つ
つ
、
そ
の
予
算
で
実
現
し
た
事

業
を
自
ら
の
手
柄
と
す
る
や
り
方
に
は
疑
問

を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

賛成 民政会
種　清　喜　之

若
い
世
代
の
保
険
料
負
担
の
軽
減
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
世
代
間
で
負

担
を
分
か
ち
合
う
仕
組
み
。
今
回
は
1
割
負

担
の
方
の
う
ち
、
一
定
所
得
の
あ
る
方
に
つ

い
て
2
割
負
担
を
創
設
し
、
現
役
世
代
の
負

担
増
の
抑
制
を
図
る
も
の
。
令
和
4
年
度
以

降
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
到
達
し
始
め
る

た
め
、
負
担
能
力
の
あ
る
高
齢
者
に
可
能
な

範
囲
で
応
分
の
負
担
が
必
要
と
な
る
。

一
方
、
必
要
な
医
療
受
診
が
抑
制
さ
れ
る

事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
、
配
慮
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
。
こ
の
改
革
関
連
法
案
で
は
、
育
児

休
暇
を
理
由
に
社
会
保
険
料
の
免
除
対
象
の

拡
大
や
、
未
就
学
児
を
対
象
に
国
民
健
康
保

険
料
の
軽
減
を
盛
り
込
み
、
公
費
負
担
を
避

け
て
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
則
り
、
若
い

世
代
の
保
険
料
負
担
軽
減
も
同
時
に
図
ら
れ

る
。

反対 創政会
梅　原　哲　史

コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
市
民
を
守
る
予
算
を

新
年
度
予
算
は
、
消
費
税
増
税
と
コ
ロ
ナ

に
よ
る
地
方
税
収
減
を
国
の
補
正
予
算
で
一

定
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
市
民
要

望
が
実
現
し
た
内
容
も
あ
り
評
価
す
る
。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
商
工
関
係
の
「
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
」予
算
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

今
は
コ
ロ
ナ
封
じ
込
め
の
た
め
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
充
実
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
部
門
へ
の

支
援
が
一
番
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
事
業
継
続
が
困
難
な
業
者
や
生
活
困
窮

者
へ
の
支
援
も
必
要
だ
。
一
方
、
個
人
情
報

保
護
に
不
安
が
あ
る
デ
ジ
タ
ル
化
や
部
落
解

放
同
盟
へ
の
特
別
な
予
算
は
や
め
る
べ
き
。

国
に
対
し
て
、
公
立
・
公
的
病
院
減
ら
し
と

40
年
以
上
経
過
し
た
老
朽
原
発
の
再
稼
働
の

中
止
、
消
費
税
減
税
を
求
め
る
べ
き
。
以
上
、

市
民
を
守
る
市
政
を
求
め
る
。

反対 日本共産党
搗　頭　久美子

請
願
第
１
号

請
願
第
１
号

75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
の
中
止
に
関
す
る

請
願
書

幅
広
く
意
見
が
聞
か
れ
た
総
合
計
画

今
回
市
が
示
し
た
第
6
次
綾
部
市
総
合

計
画
は
、
今
後
10
年
間
の
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
し
て
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
な
ど
、
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
や
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
等
を
把
握
・
考
慮
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
市

民
の
意
向
や
意
見
を
聞
く
な
ど
、
広
く
意
見

聴
取
を
行
う
場
を
設
定
し
、
市
議
会
議
員
全

員
か
ら
出
さ
れ
た
提
言
も
組
み
込
ま
れ
策
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
取
れ
る
。

市
民
憲
章
の
六
つ
の
柱
を
基
本
目
標
に

設
定
し
、
本
市
の
魅
力
を
高
め
、
活
力
を
引

き
出
す
10
年
を
見
据
え
た
計
画
と
な
っ
て
い

る
。
よ
っ
て
こ
の
計
画
は
、
本
市
の
発
展
と

活
力
を
高
め
、
将
来
の
世
代
へ
魅
力
あ
る
綾

部
市
を
確
実
に
引
き
継
ぐ
計
画
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
、
大
い
に
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

賛成 民政会
藤　岡　康　治

コ
ロ
ナ
対
応
を
含
め
た
総
合
計
画
に

自
治
体
の
果
た
す
役
割
は
、
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
は
か
る
立
場
か
ら
、
何
よ
り
も
市

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に

す
る
べ
き
。

議
会
と
し
て
提
言
を
出
し
た
が
、
全
員
一

致
の
と
こ
ろ
で
提
出
し
た
。

「
人
権
尊
重
社
会
」
で
は
、
相
変
わ
ら
ず

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
を
冠
に
し
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
部
落
差
別
の
用
語
を
新
た

に
加
え
て
い
る
こ
と
は
、
認
め
ら
れ
な
い
。

「
健
全
な
行
財
政
運
営
」
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
を
前
面
に
し
て
い
る
が
、
個
人
情
報
保

護
の
点
か
ら
は
、
不
安
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
広
域
行
政
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
全
て

広
域
化
で
課
題
解
決
が
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
に
し
て
も
、
水
道
に

し
て
も
、
財
政
面
・
運
営
面
含
め
て
不
明
確
だ
。

反対 日本共産党
吉　崎　　　久

議
第
議
第
3333
号号

第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
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《 賛否が分かれた議案・請願》

工場設置奨励条例の一部改正について

令和３年度一般会計予算

第６次綾部市総合計画の策定について

75歳以上医療費窓口負担２割化の中止に関する請願書

塩
見
麻
理
子

森

　
　義
美

中
島

　祐
子

井
田
佳
代
子

吉
崎

　
　久

搗
頭
久
美
子

梅
原

　哲
史

柳
原

　秀
一

渡
辺

　弘
造

高
橋

　
　輝

藤
岡

　康
治

片
岡

　英
晃

種
清

　喜
之

酒
井

　裕
史

本
田

　文
夫

安
藤

　和
明

議第12号

議第13号

議第33号

請願第1号

可決

可決

可決

不採択

心
友
会

公
明
党

共
産
党

創
政
会

民
政
会

会派名

議員
件名・結果

( 賛成： ◯　反対：×)

○

○

○

×

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

×

○

○

○

×

※議長は採決に加わっていません。

●75歳以上医療費窓口負担2割化の中止に関する請願書
提案者 :綾部生活と健康を守る会　　会長　斎　藤　信　吾氏
                 　　　　　　　採決の結果、賛成少数で不採択となりました。

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

可決

《 全員賛成で可決・同意した議案》

市議会議員及び綾部市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の制定について

職員定数条例の一部改正について

職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

国民健康保険条例の一部改正について

介護保険条例の一部改正について

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

市立診療所等特別会計予算

農林業者労働災害共済特別会計予算

国民健康保険特別会計予算

介護保険特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算

駐車場特別会計予算

住宅・工業団地事業特別会計予算

上水道事業会計予算

下水道事業会計予算

病院事業会計予算

一般会計補正予算（第１１号）

一般会計補正予算（第１２号）

市立診療所等特別会計補正予算（第３号）

国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

介護保険特別会計補正予算（第４号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

駐車場特別会計補正予算（第１号）

下水道事業会計補正予算（第２号）

病院事業会計補正予算（第４号）

一般会計補正予算（第１３号）

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

第４次綾部市男女共同参画計画の策定について

辺地総合整備計画の策定について

辺地総合整備計画の変更について

市道路線の認定について

人権擁護委員の候補者の推薦について

教育委員会教育長の任命について

市議会会議規則の一部改正について

議第 ２ 号

議第 ３ 号

議第 ４ 号

議第 ５ 号

議第 ６ 号

議第 ７ 号

議第 ８ 号

議第 ９ 号

議第１０号

議第１１号

議第１４号

議第１５号

議第１６号

議第１７号

議第１８号

議第１９号

議第２０号

議第２１号

議第２２号

議第２３号

議第２４号

議第２５号

議第２６号

議第２７号

議第２８号

議第２９号

議第３０号

議第３１号

議第３２号

議第３９号

議第３８号

議第３４号

議第３５号

議第３６号

議第３７号

諮第 １ 号

同第 １ 号

議会第１号

件　　　名 結　果

令和 3 年度当初予算

令和 2 年度補正予算

人事案件

議会提案の案件

令和 3 年度補正予算

その他議案

請願審査請願審査



Ｑ　

全
国
知
事
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
供
給
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
速
や

か
な
開
示
等
求
め
、
国
へ
の
緊
急
提
言
を
ま
と
め
た
。

事
業
者
支
援
は
支
給
対
象
の
拡
大
、
繰
上
げ
要
件
の
緩

和
、
事
業
規
模
に
応
じ
た
支
給
額
の
引
上
げ
、
雇
用
対

策
、
医
療
提
供
体
制
、
医
療
従
事
者
の
処
遇
改
善
等
幅

広
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
市
長
の
見
解
を
。

Ａ　

今
般
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

大
規
模
な
接
種
と
な
る
。
国
府
市
医
療
機
関
等
の
総
力

を
挙
げ
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
と
し
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
計
画
を
策
定
し
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、

ワ
ク
チ
ン
供
給
量
は
極
め
て
限
定
的
。
全
体
像
を
早
急

に
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

Ｑ　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
期
待
が
集
ま
る
中
、
安
全
性
・

有
効
性
・
副
反
応
な
ど
リ
ス
ク
に
つ
い
て
不
安
の
声
も

多
い
。
接
種
の
詳
細
を
迅
速
に
徹
底
的
に
知
ら
せ
る
こ

と
が
必
要
で
は
。

Ａ　

接
種
の
詳
細
は
国
が
検
討
中
で
あ
り
、
現
在
情
報
は

限
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
市
民
に
提
供

す
る
。
綾
部
市
で
は
、
3
月
15
日
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
問
い
合
わ
せ
や
相
談

に
対
応
す
る
。

Ｑ　

重
症
化
し
や
す
い
高
齢
者
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
は
、
医
療
機
関
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
医
療
従
事
者
と
同
じ
く
福
祉
施
設
等
職
員
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
場
合
、
特
例
的
に
施
設
内
で
入
所
者
と
同
時
接

種
が
可
能
と
な
っ
た
。
訪

問
介
護
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス

職
員
も
含
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
た
。
医
師
会

と
の
調
整
を
進
め
て
い

る
。
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Ｑ　

第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
、
新
た
に

10
年
を
見
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
、
本
議
会
に
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
第

5
次
総
合
計
画
の
成
果
な
ど
総
括
は
。

Ａ　

①
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
②
産
業
振
興
に
よ
る
雇

用
確
保
③
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
④
農
村
集
落
の

活
性
化
と
街
な
か
の
再
生

⑤
市
民
生
活
に
お
け
る
安

全
・
安
心
の
確
保
の
５
項
目
を
重
点
課
題
と
定
め
各
種

の
取
組
を
進
め
て
き
て
今
日
一
定
の
成
果
を
得
た
。

Ｑ　

振
り
返
る
と
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
り
市

民
に
寄
り
添
い
、
き
め
細
か
い
政
策
を
推
進
さ
れ
、
数

多
く
の
成
果
が
で
た
。
今
後
10
年
不
透
明
な
社
会
情
勢

だ
が
、
第
6
次
総
合
計
画
に
お
け
る
重
点
政
策
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
総
合
計
画
の
人
口
フ
レ
ー
ム
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

長
年
培
わ
れ
て
き
た
市
民
憲
章
の
六
つ
の
理
念
と

第
6
次
の
総
合
計
画
の
柱
と
を
軌
を
一
に
す
る
計
画
を

定
め
る
と
と
も
に
、
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
基
づ
き
持
続

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
正
確
な
情
報
提
供
を

日
本
共
産
党
　
　
井
田　

佳
代
子

明
日
を
築
く
第
６
次
総
合
計
画
に

民
政
会
　
　
安　

藤　

和　

明

市政を問う市政市政 問う市政を問う
代 表 質 問  ・ 一 般 質 問

日曜議会の報告
３月７日に開催しました第22回日曜議会は延べ17人のみなさま
にお越しいただきました。またインターネットのライブ中継で
は延べ157件のアクセスをいただきありがとうございました。
新型コロナ感染症予防に努めながら議会を開催いたしました。

議会情報公開条例に基づく
公文書の開示実施状況

令和2年4月1日から令和3年3月31日までの公文書開示請求はあ
りませんでした。議会に関する情報開示については、議会事務
局（電話42-1259）へお問い合わせください。
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3月7日から9日の3日間にわたって14人の議員が市政全般について質
問を行いました。なお、7日は「日曜議会」を開催し、各会派の代表3人が質
問を行いました。ここでは代表質問と一般質問の要旨を掲載します。
（掲載は登壇順）

Ｑ

山
崎
市
政
3
期
目
締
め
く
く
り
の
予
算
編
成
が
行

わ
れ
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
等
課
題
解
決
に
向
け
当

初
予
算
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

Ａ　

感
染
拡
大
を
防
ぎ
、
経
済
活
動
を
維
持
す
る
難
局
に

直
面
し
て
い
る
。
既
に
コ
ロ
ナ
関
連
で
53
億
円
強
。
当

初
予
算
で
は
、
守
り
の
施
策
で
18
事
業
、
攻
め
の
施
策

9
事
業
で
対
応
す
る
。

Ｑ　

地
元
企
業
等
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
も
の
づ
く

り
企
業
特
別
応
援
事
業
の
実
績
と
評
価
は
。

Ａ　

49
社
か
ら
申
請
が
あ
り
、
新
規
事
業
の
展
開
や
事
業

強
化
に
つ
な
が
る
支
援
が
出
来
た
。

Ｑ

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
社
会

福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
け
の
状
況
は
。

Ａ　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
令
和
元
年
度
は
4
件
で
あ
っ
た
。

令
和
3
年
1
月
ま
で
で
1
2
1
件
ま
で
増
加
し
金
額

が
4
千
万
円
を
超
え
て
急
増
し
て
い
る
。

Ｑ

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
は
、
ど
こ
へ

相
談
に
行
け
ば
い
い
の
か
。
相
談
窓
口
を
分
か
り
易
く

示
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
設
置
。
生
活
保
護
は
市
の
福
祉
事
務
所
。
連
携
し
て

対
応
し
て
お
り
、
相
談
は
ど
ち
ら
の
窓
口
で
も
構
わ
な

い
。

Ｑ

市
内
小
学
校
で
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
り
学
級
閉
鎖
と

な
っ
た
が
、
仕
事
を
休
み
困
っ
た
保
護
者
へ
の
助
成
金

の
周
知
方
法
は
。

Ａ　

該
当
校
に
は
、
全
て
の
保
護
者
宛
に
校
長
名
で
制
度

の
周
知
を
図
る
文
書
を
配
布
し
た
。

Ｑ

中
筋
地
区
自
治
会
連
合
会
か
ら
も
要
望
が
あ
っ
た

中
筋
小
学
校
体
育
館
の
床
が
改
修
さ
れ
る
。
計
画
な
ど

は
。

Ａ　

建
築
以
来
40
年
以
上

が
経
過
し
、
令
和
元
年
度

に
は
屋
根
の
改
修
を
行
っ

た
。
工
事
時
期
に
つ
い
て

は
夏
休
み
中
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。

課
題
解
決
に
向
け
た
予
算
編
成
を
問
う

創
政
会
　
　
高　

橋　
　
　

輝

可
能
な
綾
部
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
視
点
で

計
画
を
定
め
た
。

Ｑ　

第
6
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
定
め
る
将
来
都

市
像
「
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
み
ん
な
で
紡
い
で
実
現

で
き
る
ま
ち
・
・
・
綾
部
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
イ

メ
ー
ジ
フ
レ
ー
ム
は
従
来
の
年
次
計
画
の
将
来
都
市
像

と
少
し
異
な
り
、
新
鮮
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
将
来

都
市
像
に
込
め
る
市
長
の
思
い
は
何
か
。

Ａ　

第
6
次
総
合
計
画
の
都
市
像
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
幸
せ
に
な
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
、
新

た
な
人
を
呼
び
込
み
、
ま
ち
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
。
そ
し
て
市
民
が
寄
り
添
い
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
綾
部
市
に
関
係
す
る

人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ

や
自
己
実
現
を
目
指
し
て

支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
。

同意した人事案件
●教育委員会教育長の任命
村　上　元　良　さん（青野町）＝新

●人権擁護委員の候補者の推薦
大　槻　章　子　さん（西坂町）＝再



Ｑ

昭
和
30
年
頃
、

犀
川
に
は
ア
ユ
が

遡
上
し
て
い
た
が
、

現
在
は
遡
上
し
て

い
な
い
。

　

原
因
と
し
て
、

犀
川
に
設
置
さ
れ

て
い
る
幾
つ
か
の

井
堰
が
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
サ

ケ
、
ア
ユ
の
稚
魚
を
放
流
し
、
将
来
犀
川
に
、
夏

は
ア
ユ
、
秋
は
サ
ケ
が
遡
上
す
る
た
め
に
、
魚
道

の
整
備
の
考
え
は
。

Ａ　

犀
川
下
流
域
で
は
、
河
川
改
修
に
合
わ
せ
魚

道
が
設
置
さ
れ
た
井
堰
も
あ
る
が
、
犀
川
の
河

川
改
修
は
完
了
し
て
お
り
、
府
で
新
た
に
魚
道

の
設
置
を
伴
う
改
修
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

河
川
改
修
以
外
で
魚
道
を
設
置
す
る
に
は
、
井

堰
の
占
用
者
で
あ
る
水
利
組
合
で
対
応
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
と
伺
っ
て
い
る
。

Ｑ

由
良
川
漁
業
組
合
の
関
係
者
か
ら
、
十
分
可

能
性
は
あ
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
こ
と
か

ら
、
サ
ケ
・
ア
ユ
が
遡
上
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
繁
殖
で
き
る
環
境
と
と
も
に
、

豊
か
な
自
然
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
子
育
て
世
代

の
定
住
・
移
住
の
促
進
を
図
っ
て
は
。

Ａ　

サ
ケ
や
ア
ユ
が
遡
上
で
き
る
本
市
の
清
流
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
繁
殖
で
き
る
自
然
環
境
は
、
人

の
心
と
体
の
健
康
に
と
っ
て
も
大
変
よ
い
影
響

を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
全
国
に
誇
れ
る
住
み

よ
い
環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
々
に

Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を

生
か
し
た
定
住
・
移
住
の
促
進
や
地
域
の
活
性

化
の
取
組
を
更
に
推
進
す
る
。

豊かな自然を生かした移住促進を民政会　　本　田　文　夫
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一般質問

Ｑ

総
事
業
費

10
億
円
を
超
え
る

大
規
模
広
域
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
と
し
て
京
都
府

に
よ
り
箇
所
付
け

さ
れ
た
広
野
綾
部

線
の
府
と
の
協
議

状
況
は
。

Ａ　

広
野
綾
部
線
、
安
場
田
野
線
、
三
俣
綾
部
線
、

寺
安
場
線
を
一
体
的
に
整
備
す
る
綾
部
環
状
道

路
構
想
の
中
で
、
早
期
事
業
化
に
向
け
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ

綾
部
環
状
道
路
構
想
に
は
大
き
な
期
待
が
あ

る
。
一
方
、
用
地
買
収
や
建
物
補
償
な
ど
課
題
が

山
積
す
る
。
沿
線
上
の
自
治
会
に
は
公
共
交
通

課
題
や
幅
員
減
少
な
ど
道
路
整
備
の
要
望
が
あ

り
、
そ
れ
ら
課
題
解
決
を
含
め
、
構
想
の
実
現
が

必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

環
状
道
路
は
住
民
の
方
の
利
便
性
の
向
上
、

安
全
な
通
学
路
、
公
共
交
通
網
の
整
備
な
ど
、

数
々
の
機
能
を
有
し
、
道
路
整
備
に
よ
る
効
果

は
非
常
に
高
い
。
事
業
化
に
向
け
て
住
民
の
強

い
要
望
を
京
都
府
に
届
け
る
こ
と
は
、
大
き
な

後
押
し
と
な
る
。

Ｑ

地
域
課
題
解
決
や
利
便
性
の
向
上
だ
け
を
捉

え
て
、
総
事
業
費
40
億
円
を
超
え
る
構
想
は
推

進
で
き
な
い
。
持
続
可
能
な
都
市
の
実
現
を
図

る
立
地
適
正
化
計
画
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

沿
道
の
寺
町
、
田
野
町
、
上
野
町
地
域
は
居
住

誘
導
地
域
と
す
る
。
こ
の
地
域
は
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
、
河
川
か
ら
浸
水
等
の
心
配
も
少

な
い
。
府
営
住
宅
廃
止
後
の
跡
地
利
用
も
含
め

て
、
土
地
利
用
や
居
住
誘
導
を
図
る
。

環状道路は立地適正化と連携を創政会　　梅　原　哲　史

Ｑ

小
学
校
で
の

職
業
観
を
養
う
学

習
や
中
学
校
で
の

職
業
体
験
な
ど
、

毎
年
様
々
な
形
で

キ
ャ
リ
ア
教
育
を

実
践
し
て
こ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
令
和

2
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
学
校
の
教
育
状
況
は
大
き
く
様
変
わ
り

し
て
し
ま
っ
た
。
計
画
さ
れ
て
い
た
内
容
と
実

施
で
き
た
事
例
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

児
童
生
徒
の
将
来
な
り
た
い
職
業
ア
ン
ケ
ー

ト
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
福
知
山
公
立
大
学

見
学
、
ふ
る
さ
と
で
働
く
よ
う
こ
そ
先
輩
授
業

な
ど
実
施
を
計
画
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け

し
か
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後

感
染
症
の
影
響
を
見
定
め
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
以
前
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

よ
り
、
児
童
・
生
徒
が
夢
や
目
標
を
持
ち
、
自

分
の
力
で
自
ら
の
生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
充
実
を
図
っ
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
成
し
遂
げ
た
い

目
標
と
は
な
に
か
。
市
教
委
の
考
え
は
。

Ａ　

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
目
指
す
目
標
は
、
取
り
組

み
を
始
め
た
当
時
と
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

綾
部
市
で
生
ま
れ
、
本
市
で
育
っ
た
児
童
生
徒

た
ち
が
自
ら
描
い
た
幸
せ
に
つ
な
が
る
道
を

し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
さ
ら
な

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

キャリア教育のさらなる推進を民政会　　片　岡　英　晃
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一般質問

Ｑ

コ
ロ
ナ
禍
、

サ
ー
ビ
ス
業
に
従

事
す
る
非
正
規
雇

用
女
性
労
働
者
が

一
番
に
職
を
失
っ

た
。
女
性
は
医
療
・

介
護
・
保
育
等
、
社

会
的
に
不
可
欠
な

ケ
ア
労
働
を
も
担
っ
て
き
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
が
浮
き
彫
り
に
し
た
の
は
、
女
性
へ
の

し
わ
寄
せ
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
こ
の
国

の
姿
だ
っ
た
」
と
報
じ
た
。
労
働
か
ら
見
る
女
性

の
実
態
は
。

Ａ　

国
の
労
力
調
査
に
よ
る
と
、
女
性
の
非
正
規

雇
用
は
54
・
4
％
、
男
性
は
22
・
1
％
で
市
の

調
査
も
同
様
。
ま
た
男
性
給
与
を
1
0
0
と
す

る
と
女
性
は
74
・
3
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ

閣
議
決
定
さ
れ
た
第
5
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
に
は
、「
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
人
々
は
生
活
、
経
済
、
社
会
、
価
値
観
に
ま

で
及
ぶ
大
き
な
影
響
を
受
け
歴
史
的
な
転
換
期

に
直
面
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
今
ま
で
と
は
違
う

前
進
し
た
政
治
が
求
め
ら
れ
る
が
見
解
は
。

Ａ　

コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
の
生
活
環
境
が
男
性
に
比

べ
て
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
社
会
的
、
経
済
的
に

受
け
る
影
響
が
性
別
に
よ
り
異
な
る
こ
と
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。
綾
部
市
男
女
共
同
参
画
計

画
で
多
様
性
を
重
視
し
た
施
策
の
展
開
が
必
要

で
、
市
民
・
企
業
へ
の
浸
透
を
図
る
取
組
が
重

要
で
あ
る
。

Ｑ

市
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
率
先
す
べ
き
だ
が
。

Ａ　

審
議
会
の
女
性
割
合
を
40
％
へ
、
ま
た
市
管

理
監
督
職
の
割
合
に
つ
い
て
、
30
％
を
目
指
し

て
積
極
的
に
登
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ジェンダー不平等の解決を日本共産党　　搗頭　久美子

Ｑ

福
島
原
発
事

故
か
ら
10
年
を
迎

え
る
が
、
事
故
に
よ

る
放
射
性
物
質
は

今
も
環
境
を
汚
染

し
、
多
く
の
方
が
避

難
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
一
方

で
、
稼
働
か
ら
40
年
を
超
え
る
高
浜
原
発
第
1
・

2
号
機
の
再
稼
働
へ
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。

関
電
で
は
原
発
老
朽
化
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
、
原

発
マ
ネ
ー
な
ど
の
不
祥
事
が
頻
発
し
て
い
る
。

昨
年
の
同
原
発
再
稼
働
に
関
わ
る
住
民
説
明
会

は
、
参
加
者
を
一
方
的
に
限
定
し
行
わ
れ
た
が
、

住
民
か
ら
の
質
問
の
う
ち
75
％
が
老
朽
化
に
よ

る
事
故
の
不
安
と
原
発
の
必
要
性
を
疑
問
視
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
老
朽
原
発
で
あ
る
同
原
発

の
再
稼
働
時
に
は
、
周
辺
自
治
体
と
し
て
市
は

反
対
を
表
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
は
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
国

が
安
全
性
の
確
保
に
責
任
を
持
っ
て
対
応
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
る
。
し
か
し
、
市
と
し
て
も
原

子
力
発
電
所
が
存
在
す
る
限
り
、
市
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
は
何
よ
り
も
最
優
先
す
べ
き
と
認

識
を
し
て
お
り
、
安
全
性
の
確
保
、
原
子
力
災
害

時
に
お
け
る
避
難
体
制
、
立
地
自
治
体
並
み
の

枠
組
み
の
構
築
な
ど
を
繰
り
返
し
要
請
し
て
き

た
。
今
後
、
住
民
説
明
会
の
開
催
結
果
を
踏
ま

え
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
に
、
京
都
府

及
び
30
㎞
圏
内
の
市
町
で
組
織
す
る
地
域
協
議

会
で
、
時
期
を
逃
さ
ず
、
国
や
関
西
電
力
に
し
っ

か
り
と
要
請
を
し
て
い
き
た
い
。

老朽原発の再稼働について問う日本共産党　　中　島　祐　子

Ｑ

国
の
水
道
法

の
改
正
を
背
景
に

広
域
化
の
流
れ
が

大
き
く
動
い
て
い

る
が
、「
北
部
一
水

道
」
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
。

Ａ　

広
域
化
に
向

け
た
一
つ
の
姿
と
し
て
、
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、

検
討
の
途
中
で
あ
り
、
現
時
点
で
明
確
な
態
度

表
明
は
で
き
な
い
。

Ｑ

広
域
化
の
協
議
の
中
で
、
昨
年
か
ら
業
務
の

一
部
を
外
部
委
託
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に

よ
る
業
務
改
善
は
。

Ａ　

民
間
事
業
者
に
よ
る
人
材
確
保
と
一
定
の
財

政
効
果
が
見
込
め
る
。
職
員
2
名
の
減
員
、
時
間

外
勤
務
の
削
減
と
と
も
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

Ｑ

こ
の
状
況
を
、
現
場
の
職
員
か
ら
見
れ
ば
、
何

が
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
の
か
。

Ａ　

総
体
的
に
人
員
が
増
え
て
い
る
の
で
、
時
間
外

が
縮
小
さ
れ
る
効
果
な
ど
を
生
ん
だ
。
毎
月
委
託

業
者
と
会
議
を
開
き
、
課
題
解
決
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ

広
域
化
協
議
の
中
で
、
現
場
の
職
員
が
水
道
事

業
協
議
会
で
、
協
議
さ
れ
て
い
る
内
容
は
ど
う
か
。

Ａ　

府
が
主
催
す
る
情
報
提
供
や
情
報
共
有
を
目

的
と
す
る
定
例
会
議
で
あ
っ
て
、
広
域
連
携
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

Ｑ

協
議
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
全
て
公
開
が
原

則
と
考
え
る
。
全
て
が
固
ま
っ
て
か
ら
で
は
検

討
で
き
な
い
の
で
は
。

Ａ　

当
然
、
協
議
・
議
論
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
適

切
に
公
開
し
、
市
民
や
議
会
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

水道の広域化は十分な情報提供を日本共産党　　吉　崎　　久



12

一般質問

Ｑ

昨
今
は
、
日
本

全
国
ど
こ
の
地
域

で
も
大
き
な
自
然

災
害
が
起
き
う
る

可
能
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
中
で
消
防
団

は
、
地
域
防
災
の
要

と
し
て
の
大
変
重
要
な
組
織
だ
が
、
近
年
団
員

が
減
少
し
て
い
る
。
本
市
の
団
員
数
の
推
移
、
充

足
率
は
。
ま
た
、
現
在
取
組
中
の
募
集
活
動
の
状

況
は
。

Ａ　

団
員
数
は
平
成
28
年
が
8
7
3
名
充
足
率

90

・

9
％
、
令
和
2
年
が
7
8
7
名
充
足
率

82
％
と
な
っ
て
お
り
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。

募
集
活
動
に
つ
い
て
は
、
原
則
個
別
の
勧
誘
は

各
分
団
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
が
、
消
防
本

部
と
し
て
は
、
消
防
団
員
の
Ｆ
Ｍ
い
か
る
へ
の

出
演
、
あ
や
バ
ス
の
広
告
、
広
報
ね
っ
と
掲
載
な

ど
広
く
市
民
に
発
信
し
て
い
る
。

Ｑ

消
防
団
員
減
少
の
原
因
は
、
少
子
高
齢
化
に

伴
う
人
口
減
少
が
大
き
な
要
因
と
は
思
う
が
、

も
う
一
つ
、
時
代
の
経
過
に
お
け
る
社
会
状
況

の
変
化
や
、
若
者
の
考
え
方
の
変
化
に
昔
の
ま

ま
の
活
動
形
態
が
合
致
し
て
い
な
い
こ
と
も
、

入
団
を
妨
げ
て
い
る
大
き
な
要
因
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
。

Ａ　

現
実
的
な
問
題
と
し
て
被
雇
用
の
消
防
団
員

が
増
え
、
従
前
の
よ
う
な
災
害
に
即
応
し
た
活

動
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
活
動

形
態
に
つ
い
て
は
、「
綾
部
市
消
防
団
の
未
来
を

考
え
る
会
」
が
次
代
を
担
う
消
防
団
員
に
よ
り

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
消

防
団
と
共
に
考
え
て
行
き
た
い
。

消防団員減少を問う創政会　　渡　辺　弘　造

Ｑ

コ
ロ
ナ
禍
で

も
放
課
後
学
級
の

運
営
は
行
わ
れ
、

通
常
の
学
校
生
活

よ
り
密
に
な
る
可

能
性
が
あ
っ
た
が
、

放
課
後
学
級
で
の

感
染
は
な
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
は
。

Ａ　

児
童
へ
の
マ
ス
ク
の
徹
底
、
手
指
消
毒
や
教

室
内
の
消
毒
、
換
気
な
ど
対
策
に
努
め
た
。
体
調

が
悪
い
と
き
は
通
級
を
控
え
て
も
ら
う
な
ど
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

Ｑ

令
和
3
年
度
の
放
課
後
学
級
の
利
用
申
請
は

令
和
2
年
度
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

Ａ　

通
年
と
夏
休
み
の
み
の
合
計
は
令
和
2
年
度

が
6
3
3
人
、
令
和
3
年
度
は
6
0
2
人
。

Ｑ

西
八
田
小
学
校
区
で
の
放
課
後
学
級
が
令
和

3
年
度
か
ら
始
ま
る
が
利
用
申
請
状
況
は
。

Ａ　

通
年
利
用
が
15
人
、
夏
休
み
の
み
の
利
用
が

19
人
、
合
計
で
34
人
の
申
請
が
あ
っ
た
。

Ｑ

放
課
後
学
級
は
市
内
の
小
学
校
区
全
て
で
開

設
と
な
る
。
更
な
る
充
実
策
も
必
要
。
現
在
、
長

期
休
暇
中
の
放
課
後
学
級
は
夏
季
休
暇
の
み
。

長
期
休
暇
は
夏
季
以
外
に
も
春
季
と
冬
季
に
も

あ
り
、
希
望
も
多
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
開
設
の

考
え
は
。

Ａ　

本
市
の
放
課
後
学
級
は
夏
期
、
冬
期
、
春
期
休

暇
を
含
む
１
年
を
通
し
て
預
か
る
通
年
利
用
と

夏
期
の
休
業
期
間
の
み
預
か
る
利
用
の
運
営
を

行
っ
て
い
る
が
春
期
や
冬
期
の
み
の
預
か
り
希

望
も
把
握
し
て
い
る
。
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
実
施
を
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

放課後学級の更なる充実策を民政会　　酒　井　裕　史

Ｑ

学
校
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実

と
効
果
的
に
活
用

し
た
豊
か
な
学
び

の
実
現
を
目
指
し
、

教
育
委
員
会
だ
け

で
な
く
市
を
挙
げ

て
推
進
し
て
い
た

だ
き
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
が
配
備
さ
れ
る
が
、
現
在
の
状
況
と
配

備
へ
の
環
境
整
備
等
は
で
き
て
い
る
の
か
。

Ａ　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
設
定
や

必
要
と
な
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
設
定
作
業

が
終
わ
り
、
3
月
8
日
に
は
、
各
学
校
に
配
備
さ

れ
作
動
確
認
作
業
が
行
わ
れ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
は
、
既
に
市
独
自
に
高
速
大
容
量
の
通

信
回
線
が
開
通
し
教
室
や
職
員
室
、
体
育
館
の

環
境
整
備
作
業
が
3
月
中
旬
に
は
完
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

Ｑ

今
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
当
た
り
前
と
な
っ
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
切
っ
て
も
切
り

離
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
ー
ド
を
整

備
す
る
こ
と
は
、
手
段
で
あ
り
、
そ
れ
を
効
果
的

に
使
い
学
び
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
教
師
が
指
導
す
る
力
も
高
め
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
児
童
・
生
徒
、
教
員
の
研
修

等
の
取
組
は
ど
う
か
。

Ａ　

市
教
委
と
小
・
中
学
校
校
長
会
・
教
職
員
が

連
携
し
「
あ
い
」
の
あ
る
未
来
の
教
室
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
教
員
の
ス
キ

ル
向
上
や
効
果
的
な
活
用
計
画
に
つ
い
て
実
践

研
究
を
図
っ
て
い
る
。
最
終
目
標
で
あ
る
生
き

る
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

タブレットの配備について問う公明党　　森　　義　美
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Ｑ

コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
新
展
開
が

見
ら
れ
る
施
策
の

一
つ
と
し
て
定
住

促
進
が
あ
る
が
、
本

年
度
を
含
む
最
近

の
定
住
者
の
推
移

と
移
住
希
望
者
の

相
談
状
況
は
。

Ａ　

平
成
20
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
は
、
2
4
2

世
帯
、
5
8
2
人
、
今
年
度
は
、
27
世
帯
62
人
の

定
住
者
。
相
談
状
況
は
、
１
か
月
2
0
0
件
を

超
え
、
多
い
月
で
は
3
4
0
件
に
及
び
関
東
圏

な
ど
遠
方
か
ら
の
問
合
せ
が
増
加
し
て
い
る
。

Ｑ

綾
部
市
の
定
住
促
進
は
、
空
き
家
活
用
な
ど

に
よ
る
Ｉ
タ
ー
ン
受
け
入
れ
策
が
前
面
に
出
て

い
る
感
が
あ
る
が
、
既
に
、
綾
部
市
か
ら
出
ら
れ

た
方
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
や
若

い
世
代
に
綾
部
に
と
ど
ま
っ
て
も
ら
う
取
組
、

ま
た
、
将
来
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
な
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

鉄
道
利
用
通
学
費
、
ふ
る
さ
と
就
職
支
援
情

報
発
信
事
業
、
あ
や
べ
特
別
市
民
制
度
や
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
、
市
長
の
ふ
る
さ
と
講
座
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
里
山

ね
っ
と
や
水
源
の
里
集
落
に
よ
る
都
市
の
交
流

の
取
組
な
ど
、
故
郷
と
つ
な
が
り
が
持
て
る
よ

う
な
機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。

Ｑ

市
長
が
11
年
間
続
け
て
こ
ら
れ
た
、
中
学
３

年
生
を
対
象
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
講
座
」
を
通
し

て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
や
思
い
は
。

Ａ　

15
歳
と
い
う
多
感
で
人
生
の
岐
路
に
立
つ
時

期
に
、
綾
部
の
良
さ
を
心
に
刻
み
、
故
郷
に
定
住

し
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
続
け
て
い
る
。

コロナ禍の定住促進について問う創政会　　柳　原　秀　一

Ｑ

綾
部
市
制
施

行
70
周
年
記
念
と

し
て
、
市
民
実
行
委

員
会
が
2
0
2
0

年
度
対
比
、
燃
や
し

て
処
理
す
る
ご
み

を
50
％
削
減
す
る

目
標
を
掲
げ
ら
れ

た
が
、
市
と
し
て
の
対
応
は
。

Ａ　

簡
単
に
達
成
で
き
る
目
標
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
が
、
市
と
し
て
も
こ
の
活
動
に
し
っ
か

り
と
連
動
す
る
中
で
、
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
、

分
別
、
資
源
化
の
徹
底
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ

令
和
元
年
度
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご
み
は

5
，
3
6
6
ト
ン
だ
っ
た
。
１
ト
ン
当
た
り
の

ゴ
ミ
処
理
経
費
は
。

Ａ　

概
算
数
値
で
あ
る
が
約
5
7
，
7
0
0
円
。

Ｑ

そ
の
中
身
は
紙
ご
み
系
が
35
％
と
な
っ
て
い

る
。
紙
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
分
別
種
類
の
詳
細
明
記
が
で
き
な
い

か
、
紙
袋
や
紐
で
く
く
る
以
外
で
ビ
ニ
ー
ル
袋

や
段
ボ
ー
ル
で
の
排
出
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　

出
し
方
な
ど
、
よ
り
詳
し
く
お
知
ら
せ
で
き

る
よ
う
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
直
す
な

ど
、
工
夫
し
た
い
。
ま
た
段
ボ
ー
ル
や
ナ
イ
ロ
ン

袋
で
も
、
持
込
み
可
能
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
ど
う
か
。

Ａ　

国
で
は
2
0
2
2
年
度
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
を
資
源
化
す
る
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
。
現

在
の
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
い
て
、

資
源
化
し
て
い
る
も
の
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
を
資
源
と
し
て
集
め
る
こ
と
と
な
る
。
今

後
、
国
が
示
す
内
容
に
合
わ
せ
取
組
を
検
討
し

た
い
。

可燃ごみ50％削減に向けて問う民政会　　藤　岡　康　治

一般質問

２月臨時会を開催しました
令和３年２月１日から２日まで２日間の会期で、臨時会を開きました。
提案された議案は、「令和２年度綾部市一般会計補正予算（第 10号）」で、国の第３次補正予
算、新型コロナウイルス感染症対策に対応し、ワクチン接種体制の確保及び緊急事態措置協
力金を支給するために要する経費で、補正額は６３，８６４千円です。
予算決算委員会に付託し審査を行い、本会議において全員賛成で可決となりました。

村上宣弘議員が、去る１月22日
に逝去されました。
議員一同、謹んで哀悼の意を表し
ますとともに、村上議員のご冥福を
心からお祈り申し上げます。

村上 宣弘 議員 逝去

訃　　報

む ら か み 　 　 の ぶ ひ ろ

令和３年６月定例会の日程予定
6月定例会は、6月14日から7月2日までの19日間の会期で予定しています。

14日（月）　
21日（月）　
22日（火）～24日（木）　一般質問
25日（金）　

本会議（議案上程）
請願受理締切り（正午）

総務教育建設委員会

6月 28日（月）　産業厚生環境委員会
29日（火）　予算決算委員会（総括質疑）
30日（水）　予算決算委員会（予算審査）
02日（金）　本会議（採決）
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・緑がとても多くて、空気がおいしく、
　落ち着くことができる。
・自然がたくさんあって、楽しめる。
・森が多い。
・近所の人と仲がいい。

・買い物や遊びに行くときに不便。
・コンビニや飲食店が少ない。
・家の近くにお店がないので、不便。
・夜になると、とても暗い。

・コンビニ　・家の近くにスーパー　・飲食店　
・１８歳以下の医療費無料　・特にない

取材を終えて
満開の桜に囲まれた素敵な木造校舎で、綾部市への思いや

将来の夢について、明るく伸び伸びと話してくれました。
また、新年度の生徒会として、「結～夢ある未来へ～」の

スローガンを掲げ、全校生徒で取り組んでいきたいとの決意
を語ってくれました。
自然豊かな環境の中で多くのことを学び、そして、夢を叶

えてください。

平成25年１月発行から８年ぶりに、中学生シリーズを始めます。 第１回は
何北中学校へ広報広聴委員が訪問し、生徒会役員のみなさんの声を聞い
てきましたのでご紹介いたします。

平成25年１月発行から８年ぶりに、中学生シリーズを始めます。 第１回は
何北中学校へ広報広聴委員が訪問し、生徒会役員のみなさんの声を聞い
てきましたのでご紹介いたします。

～何北中学校
生徒会～
（令和3年4月 取材）

世代からの

メッセー
ジ次次

・田舎なところが良いが、交通機関が少ない。
・有名になりたいから。
・大学に行くと綾部にはいられないから。
・職業が限られてくるから。
・生活するのに一家に一台は車が必要だから。
・就職で不便だと思うから。
・不便なので、とりあえず引っ越して、
　いずれはまた帰ってきたい。

好き

嫌い

綾部に欲しいものは？

綾部のここが好き、ここが嫌い

・プロ野球選手　・医療関係
・人のためになれて、お金も稼げる仕事
・料理人か陸上自衛隊　・公務員（２人）　
・ある程度の幸せが保証される仕事　・今はない　

将来の夢、どんな職業に就きたいの？

綾部に住み続けたいですか？ いいえ
８人

はい
０人

・地域とつながりがあるので、地域の中で行事が出来たら
　いいと考えている。
・あいさつを頑張っているので、それを頑張っていきたい。
・コロナ禍でできなかったことをしたい。

生徒会役員としての希望や決意は
・地域とつながりがあるので、地域の中で行事が出来たら

あいさつを頑張っているので、それを頑張っていきたい。

14

令和3年3月定例会では、令和3年度の当初予算を始めとする各種議案に加え、今後１０年間のま
ちの方向性を示す根幹計画である、 第6次綾部市総合計画が可決承認されました。 「一人ひとりの
幸せを　みんなで紡いで　実現できるまち ・ ・ ・ 綾部」を将来都市像とするこの総合計画には、多

くの市民の皆様からいただいたご意見や、 青年会議所や市議会から提出された提言内容も多く盛り込まれており、 議会としまして
も今後のまちづくりが総合計画に沿って展開されているのかどうか、 しっかりとチェック機能として役割を果たす所存であります。引
き続き、みなさまのご意見、 ご要望をお聞きし、身近な議会となるよう努めてまいります。

編集／広報広聴委員会
◎種清喜之　〇井田佳代子　中島祐子　藤岡康治　梅原哲史　柳原秀一　本田文夫　安藤和明　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記


